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(57)【要約】
【課題】冷却部材の用紙搬送方向下流側端部付近で冷却
効率が低下するのを抑制できる冷却装置及びその冷却装
置を備えた画像形成装置を提供する。
【解決手段】冷却媒体が流れる流路が内部に形成され、
記録材搬送方向下流側端部と上流側端部それぞれに流入
口と排出口とが設けられた冷却部材と、前記流入口と前
記排出口とに繋げた配管を通して冷却部材内に冷却媒体
を搬送する冷却媒体搬送手段とを備え、前記冷却部材の
冷却面に記録材を直接または熱伝達部材を介して接触さ
せて該記録材を冷却する冷却装置において、複数の前記
冷却部材を各冷却部材間に隙間をあけるか断熱部材を配
置して設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷却媒体が流れる流路が内部に形成され、記録材搬送方向下流側端部と上流側端部それ
ぞれに流入口と排出口とが設けられた冷却部材と、
前記流入口と前記排出口とに繋げた配管を通して冷却部材内に冷却媒体を搬送する冷却媒
体搬送手段とを備え、
前記冷却部材の冷却面に記録材を直接または熱伝達部材を介して接触させて該記録材を冷
却する冷却装置において、
複数の前記冷却部材を冷却部材間に隙間をあけるか断熱部材を配置して設けたことを特徴
とする冷却装置。
【請求項２】
　請求項１の冷却装置において、
複数の前記冷却部材が用紙搬送方向に沿って並べて配置されており、用紙搬送方向最下流
側に位置する前記冷却部材に上記冷却媒体搬送手段によって冷却媒体を最初に搬送するこ
とを特徴とする冷却装置。
【請求項３】
　請求項１または２の冷却装置において、
複数の前記冷却部材が記録材を挟むようにして対向して配置されており、冷却媒体は記録
材の画像形成面と面する側の冷却部材に最初に流入され、これを通過した後、記録材裏面
と面する冷却部材に流入されることを特徴とする冷却装置。
【請求項４】
　請求項１または２の冷却装置において、
複数の前記冷却部材が記録材を挟むようにして対向して配置されており、冷却媒体がこれ
らの冷却部材内部の流路を交互に通過することを特徴とする冷却装置。
【請求項５】
　請求項１、２または３の冷却装置において、
上記前記冷却部材が内部に往復流路を有し、上記流入口及び上記排出口を冷却部材の同側
面に設けたことを特徴とする冷却装置。
【請求項６】
　記録材に形成された未定着画像を加熱して定着させる定着手段と、
前記定着手段によって画像が定着された記録材を冷却する冷却手段とを備えた画像形成装
置において、
前記冷却手段として、請求項１、２、３、４または５の冷却装置を用いたことを特徴とす
る画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ、ファクシミリ、複写機などの画像形成装置に用いられる冷却装置
、及び、その冷却装置を備えた画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置としては、電子写真技術を用いて記録材である用紙上にトナー画像を形成
し、熱定着装置を通過させることでトナーを溶融し融着させるものが知られている。一般
に熱定着装置の温度は、トナーや用紙の種類、用紙搬送スピードなどによって異なるが１
８０［℃］～２００［℃］程度の温度に設定され制御されて、トナーを瞬時に融着させる
。熱定着装置を通過した直後の用紙の表面温度は、用紙の熱容量（比熱、密度など）に左
右されるが例えば１００［℃］～１３０［℃］程度の高い温度となっている。トナーの溶
融温度はもっと低いので、熱定着装置通過直後の時点ではトナーは少し軟らかいままであ
り、用紙が冷えるまでは、しばらく粘着状態にある。そのため、連続的に画像出力動作が
繰り返され熱定着装置通過後の用紙が排紙収容部に積載される場合、用紙上のトナーが十
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分に硬化できず軟化状態にあると、用紙上のトナーが別の用紙に貼り付く所謂ブロッキン
グ現象が起こり、画像品質が著しく低下することがある。
【０００３】
　電子写真方式の画像形成装置では定着装置によって加熱・加圧を行うことで用紙上に転
写されたトナーを定着させる。このとき、用紙が熱を持ったまま排紙トレイにスタックさ
れていくと積み重なった用紙内にこもった熱によってトナーが軟化し、さらに用紙が重な
ることで自重による圧力が生じ、トナーによって用紙間が貼りついてしまう。これを無理
に剥がそうとするとトナー像が壊れてしまう。このブロッキングと呼ばれる現象を抑制す
るためには、定着後の用紙を十分に冷却するための装置が必要である。
【０００４】
　特許文献１に記載の画像形成装置では、内部に設けられた流路を用紙搬送方向上流側か
ら下流側に向けて冷却媒体である冷却液が流れ、搬送されている用紙に接触しつつ冷却す
るブロック状の冷却部材を備えた冷却装置が、熱定着装置よりも用紙搬送方向下流側に設
けられている。熱定着装置通過後の用紙が冷却装置の冷却部材によって冷却されることで
、用紙上のトナーも冷やされ硬化し、上記ブロッキング現象が起こるのを抑えることがで
きる。また、冷却部材の用紙搬送方向下流側端部に設けられた流入口から前記流路を通り
用紙搬送方向上流側端部に設けられた排出口に向かって冷却部材内に冷却液が流され、用
紙から熱を奪うことで温度が上昇した冷却部材が冷却液により冷却される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　冷却部材の用紙搬送方向上流側から下流側に向けて冷却液を流して用紙の冷却を行った
場合には、冷却部材の用紙搬送方向上流側から下流側で順次、搬送される用紙の熱を奪う
。そのため、冷却部材内を流れる冷却液の温度が用紙搬送方向上流側から用紙搬送方向下
流側に行くにつれて高くなるので、用紙搬送方向下流側で冷却部材の内部を流れる冷却液
と用紙との温度差が小さくなり過ぎて、冷却効率が低下してしまう。
【０００６】
　一方、特許文献１に記載の冷却装置のように、冷却部材の用紙搬送方向下流側から上流
側に向けて冷却液を流すことで、用紙搬送方向上流側から下流側に向けて冷却液を流す場
合よりも、用紙搬送方向下流側で温度の低い冷却液により用紙を冷却することができる。
そのため、用紙搬送方向上流側から下流側に向けて冷却液を流す場合よりも、用紙搬送方
向下流側で冷却部材の内部を流れる冷却液と用紙との温度差を大きくすることができ、冷
却部材の用紙搬送方向下流側端部付近での冷却効率を向上させることができる。
【０００７】
　しかしながら、冷却部材の用紙搬送方向上流側で用紙から吸熱した熱が用紙搬送方向下
流側に伝わり、その熱によって冷却部材内の用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液
の温度が上昇してしまう。そのため、冷却部材内で用紙搬送方向下流側から上流側に向け
て冷却液を流したとしても、用紙搬送方向上流側から下流側に伝わった冷却部材の熱によ
って用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の温度が上昇してしまう分、冷却部材の
用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下するといった問題が生じる。
【０００８】
　本発明は以上の問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、冷却部材の用紙搬送方
向下流側端部付近で冷却効率が低下するのを抑制できる冷却装置及びその冷却装置を備え
た画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、冷却媒体が流れる流路が内部に形成さ
れ、記録材搬送方向下流側端部と上流側端部それぞれに流入口と排出口とが設けられた冷
却部材と、前記流入口と前記排出口とに繋げた配管を通して冷却部材内に冷却媒体を搬送
する冷却媒体搬送手段とを備え、前記冷却部材の冷却面に記録材を直接または熱伝達部材
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を介して接触させて該記録材を冷却する冷却装置において、複数の前記冷却部材を各冷却
部材間に隙間をあけるか断熱部材を配置して設けたことを特徴とするものである。
【００１０】
　本発明においては、冷却部材間に隙間をあけるか断熱部材を配置して複数の冷却部材を
設けているので、冷却部材間で熱が伝わるのを抑制することができる。これにより、各冷
却部材の用紙搬送方向の幅の合計と同程度の用紙搬送方向の幅を有する１つの冷却部材を
用いて用紙の冷却を行う場合よりも、冷却部材内で用紙搬送方向上流側から下流側に伝わ
る熱が少なくなり、冷却部材の用紙搬送方向下流側端部付近の温度上昇を低減させること
ができる。よって、冷却部材の用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の温度上昇を
低減でき、冷却部材の用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下するのを抑制するこ
とができる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上、本発明によれば、冷却部材の用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下する
のを抑制できるという優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ある長さＸ［ｍｍ］に関して冷却プレート１を一つ設けた場合と、同じ長さに関
して２分割した２つの冷却部材を設けた場合それぞれの冷却部材の温度分布に関する図。
【図２】本実施形態に係る冷却装置を搭載したタンデム型中間転写ベルト方式のカラー画
像形成装置の構成概略図。
【図３】構成例１に係る冷却装置の全体構成図。
【図４】冷却装置の冷却プレート１ｂ周辺の模式図。
【図５】冷却装置の冷却プレート１ａ周辺の模式図。
【図６】冷却部材周辺の側面図と、それに対応した温度分布のグラフ。
【図７】冷却部材間に断熱部材を設けた場合の冷却装置の全体構成図。
【図８】構成例２に係る冷却装置の冷却プレート周辺の模式図。
【図９】２つの冷却部材を上下方向で対向させて設けた構成の概略図。
【図１０】２つの冷却部材を上下方向で対向させて設けた他の構成の概略図。
【図１１】用紙の上面に形成されたトナー像を効率良く冷却することができる構成の他例
を示した概略図。
【図１２】図１１に示した冷却装置の冷却プレート周辺の模式図。
【図１３】２つの冷却部材を上下方向で対向させて設けた他の構成の概略図。
【図１４】用紙両面をほぼ均等に冷却することができる構成の他例を示した概略図。
【図１５】図１４に示した冷却装置の冷却プレート周辺の模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本実施形態に係る冷却装置１８を搭載したタンデム型中間転写ベルト方式のカラー画像
形成装置の構成概略図を図２に示す。
【００１４】
　なお、冷却装置１８は、画像形成装置に設けられるものに限定されることなく、シート
状部材の冷却が必要な装置であれば適応可能である。また、本構成例では、冷却媒体とし
て液体を用いて説明するが、流体の媒体であれば気体でも構わない。
【００１５】
　複数のローラによって中間転写媒体としての中間転写ベルト５１を展張し、中間転写ベ
ルト５１はこれらのローラにより回転するように構成すると共に、中間転写ベルト５１の
まわりに画像形成用のプロセス手段を配置している。
【００１６】
　中間転写ベルト５１の回転方向を図中矢印ａとするとき、中間転写ベルト５１の上方で
あってローラ５２とローラ５３との間には、中間転写ベルト５１の回転方向の上流側から
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順に画像形成用のプロセス手段として、画像ステーション５４Ｙ、画像ステーション５４
Ｃ、画像ステーション５４Ｍ、画像ステーション５４Ｂｋが配置されている。例えば画像
ステーション５４Ｙは、ドラム状の感光体１１１Ｙの周囲に帯電装置１０Ｙ、光書き込み
装置１２Ｙ、現像装置１３Ｙ、クリーニング装置１４Ｙが配置されている。さらに中間転
写ベルト５１を挟んで感光体１１１Ｙの対向位置に中間転写ベルト５１への転写手段とし
ての一次転写ローラ１５Ｙが設けられている。また、他の３つの画像ステーション５４Ｃ
，５４Ｍ，５４Ｂｋも同一構成となっている。そして、それら４つの画像ステーション５
４Ｙ，５４Ｃ，５４Ｍ，５４Ｂｋが互いに所定のピッチ間隔となるように左右並列に配置
されている。
【００１７】
　本実施形態では光書き込み装置１２をＬＥＤを光源とする光学系としているが、半導体
レーザーを光源とするレーザー光学系で構成することもでき、感光体１１１に対して画像
情報に応じた露光を行う。
【００１８】
　中間転写ベルト５１の下方には、シート状部材である用紙Ｐの用紙収納部１９および給
紙コロ２２３、レジストローラ対２２１、中間転写ベルト５１を張架するローラ５５に中
間転写ベルト５１を介して対向するように設けられ中間転写ベルト５１から用紙Ｐへのト
ナー像の転写手段としての二次転写ローラ５６、中間転写ベルト５１の裏面に接するロー
ラ５８の対向位置で中間転写ベルト５１のおもて面に接するように設けられ中間転写ベル
ト５１のおもて面をクリーニングするクリーニング装置５９、熱定着装置１６、用紙Ｐを
冷却する冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂを有する冷却装置１８、トナー定着後の
用紙Ｐの排出部である排紙収容部１７などが配置されている。そして、用紙収納部１９か
ら排紙収容部１７へ至る用紙搬送路２８が延びている。また、両面画像形成時に用紙Ｐの
裏面への画像形成を行う際に、冷却装置１８を一度通過した用紙Ｐの表裏を反転させ、再
度、レジストローラ対２２１へ搬送する両面画像形成用の用紙搬送路２９も備えている。
【００１９】
　なお、冷却装置１８には、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂ、ポンプ１００、タ
ンク１０１、ラジエータ１０３、冷却ファン１０４などが設けられている。冷却プレート
１ａ及び冷却プレート１ｂは、用紙Ｐの熱を受熱する受熱部である。タンク１０１は、冷
却媒体である冷却液を貯留する貯留部である。配管１０５は、冷却プレート１ａ及び冷却
プレート１ｂそれぞれに設けられた流入口と排出口とに接続されるとともに、冷却プレー
ト１ａと冷却プレート１ｂとラジエータ１０３とタンク１０１とポンプ１００との間で冷
却液が循環できるようにそれらを連結させる配管である。ポンプ１００は、タンク１０１
に貯留された冷却液を配管１０５を通して搬送する冷却媒体搬送手段である。ラジエータ
１０３は、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂで用紙Ｐから冷却液が奪った熱を画像
形成装置外に放熱する放熱部である。冷却ファン１０４は、ラジエータ１０３に装着され
ておりラジエータ１０４周辺に気流を発生させてラジエータ１０３を冷やす気流発生手段
である。
【００２０】
　冷却液の循環経路は配管１０５の矢印で示すように、ラジエータ１０３で冷やされた冷
却液を、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂへ供給し、そして冷却プレート１ａ及び
冷却プレート１ｂ内を廻ってから排出する。その後にタンク１０１、ポンプ１００へ送り
、再び、ラジエータ１０３に戻す順序である。ポンプ１００の回転圧力により冷却液を循
環させ、ラジエータ１０３で放熱することで冷却液、如いては冷却プレート１ａ及び冷却
プレート１ｂを冷やす。ポンプ１００の送液能力やラジエータ１０３の大きさなどは、熱
設計条件（冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂが冷却すべき熱量と温度の条件）によ
って決定される流量、圧力、冷却効率などを元に選定される。
【００２１】
　画像の形成プロセスは、画像ステーション５４Ｙに着目すれば、一般の静電記録方式に
準じていて、暗中にて帯電装置１０Ｙにより一様に帯電された感光体１１１Ｙ上に光書き
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込み装置１２Ｙにより露光して静電潜像を形成する。そして、この静電潜像を現像装置１
３Ｙによりトナー像として可視像化する。そのトナー像は一次転写ローラ１５Ｙにより感
光体１１１Ｙ上から中間転写ベルト５１に転写される。転写後の感光体１１１Ｙの表面は
クリーニング装置１４Ｙによりクリーニングされる。他の画像ステーション５４も画像ス
テーション５４Ｙと同構成であり、同様の画像形成プロセスが行われる。
【００２２】
　画像ステーション５４Ｙ，５４Ｃ，５４Ｍ，５４Ｂｋにおける各現像装置１３Ｙ，１３
Ｃ，１３Ｍ，１３Ｂｋは、それぞれ異なる４色のトナーによる可視像化機能を有している
。そのため、各画像ステーション５４Ｙ，５４Ｃ，５４Ｍ，５４Ｂｋでイエロー、シアン
、マゼンタ、ブラックを分担すれば、フルカラー画像を形成することができる。よって、
中間転写ベルト５１の同一画像形成領域が４つの画像ステーション５４Ｙ，５４Ｃ，５４
Ｍ，５４Ｂｋを順次通過する間に、中間転写ベルト５１を挟むようにして各感光体１１１
とそれぞれ対向して設けられた一次転写ローラ１５により与えられる転写バイアスによっ
て、それぞれ１色ずつトナー像を中間転写ベルト５１上で重ね合わせるように転写する。
これにより、上記同一画像形成領域が各画像ステーション５４Ｙ，５４Ｃ，５４Ｍ，５４
Ｂｋを１回通過した時点で、この同一画像領域に、重ね転写によってフルカラートナー画
像を得ることができる。
【００２３】
　そして、中間転写ベルト５１上に形成されてフルカラートナー画像は、用紙Ｐに転写さ
れる。転写後の中間転写ベルト５１はクリーニング装置５９によりクリーニングされる。
用紙Ｐへの転写は転写時において二次転写ローラ５６に転写バイアスを印加して、中間転
写ベルト５１を介して二次転写ローラ５６とローラ５５との間に転写電界を形成し、二次
転写ローラ５６と中間転写ベルト５１とのニップ部に用紙Ｐを通過させることにより行な
われる。中間転写ベルト５１から用紙Ｐへのフルカラートナー像の転写後、用紙Ｐ上に担
持されたフルカラートナー像を熱定着装置１６で用紙Ｐ上に定着することにより、用紙Ｐ
上にフルカラーの最終画像が形成され、その後、用紙Ｐは排紙収容部１７に積載される。
【００２４】
　本実施形態の画像形成装置においては、排紙収容部１７に用紙Ｐが積載される前に、用
紙Ｐが熱定着装置１６の直後に配置された冷却装置１８を通過する。通過する際、熱定着
装置１６で熱せられた用紙Ｐが受熱部である冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂに接
触しながら通過することになる。このとき、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの用
紙Ｐと対向する冷却面で用紙Ｐから熱を吸熱し、この熱を冷却プレート１ａ及び冷却プレ
ート１ｂ内部の冷却液へ伝達する。熱が伝達され高温となった冷却液は、この後、冷却プ
レート１ａ及び冷却プレート１ｂから排出されタンク１０１やポンプ１００を経て、冷却
ファン１０４を装着したラジエータ１０３に送られ、そこで熱が画像形成装置外に排熱さ
れる。ラジエータ１０３で熱が除去され室温近くにまで下げられた冷却液は、その後、再
び冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂへと送られる。このような冷却液による高い冷
却性能の排熱サイクルによって、熱定着装置１６で熱せられて高温となった用紙Ｐが効率
良く冷やされる。
【００２５】
　用紙Ｐが排紙収容部１７に積載される時点で、用紙Ｐ上のトナーを確実に硬化状態とさ
せることができる。特に、熱定着装置１６により用紙Ｐに対して２度の定着動作がなされ
る両面画像形成出力の際に大きな問題となっていたブロッキング現象を回避することがで
きる。
【００２６】
［構成例１］
　図３は、本構成例に係る冷却装置１８の全体構成について説明する図である。
　冷却装置１８内の液冷システムとして、例えば図３のような構成を考える。本構成では
内部に冷却液循環経路が形成された冷却部材である冷却プレート１ａ及び冷却プレート１
ｂ、ポンプ１００、ラジエータ１０３、及び、タンク１０１が、ゴムチューブからなる配
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管１０５によって接続されている。
【００２７】
　図４は冷却装置１８の冷却プレート１ｂ周辺の模式図である。
　冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１ｂ内に冷却
液を流入する流入口７０ｂが設けられている。また、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向上
流側端部付近の側面に、冷却プレート１ｂ内から冷却液を排出する排出口７１ｂが設けら
れている。流入口７０ｂと排出口７１ｂとは、冷却プレート１ｂ内で用紙搬送方向と直交
する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ｂに繋がっている。そし
て、一端側がポンプ１００に接続された配管１０５ａの他端側が流入口７０ｂに接続され
ており、配管１０５ｃの一端側が排出口７１ｂに接続されている。
【００２８】
　図５は冷却装置１８の冷却プレート１ａ周辺の模式図である。
　冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１ａ内に冷却
液を流入する流入口７０ａが設けられている。また、冷却プレート１ａの用紙搬送方向上
流側端部付近の側面に、冷却プレート１ａ内から冷却液を排出する排出口７１ａが設けら
れている。流入口７０ａと排出口７１ａとは、冷却プレート１ａ内で用紙搬送方向と直交
する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ａに繋がっている。そし
て、一端側が冷却プレート１ｂの排出口７１ｂに接続された配管１０５ｃの他端側が流入
口７０ａに接続されており、一端側がラジエータ１０３に接続された配管１０５ｂの他端
側が排出口７１ａに接続されている。
【００２９】
　本構成例では、図４や図５に示すように、冷却プレート１ａの同側面に流入口７０ａと
排出口７１ａとを設けたり、冷却プレート１ｂの同側面に流入口７０ｂと排出口７１ｂと
を設けたりしている。これにより、配管１０５ａ、配管１０５ｂ及び配管１０５ｃを用紙
幅方向で冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの片側に集中させることができ、装置内
で配管１０５の無駄な這い回しを低減でき、省スペース化を図ることができる。
【００３０】
　タンク１０１内の冷却液はポンプ１００によって送液されることで配管１０５ａを通っ
て流入口７０ｂから冷却プレート１ｂ内に流入する。そして冷却液は冷却プレート１ｂ内
を流れながら吸熱を行い、排出口７１ｂから配管１０５ｃへと冷却プレート１ｂ内から冷
却液が排出され、その排出された冷却液が配管１０５ｃを通って流入口７０ａから冷却プ
レート１ａ内に流入する。そして、冷却プレート１ａ内部を冷却液が流れ吸熱を行った後
、排出口７１ａから配管１０５ｂへと冷却プレート１ａ内から冷却液が排出される。この
ように冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの内部を流れている間に吸熱によって高温
となった冷却液は、ラジエータ１０３内を通過することで放熱を行い、低温になってタン
ク１０１に戻ってくる。
【００３１】
　熱定着装置１６に設けられた内部にヒータを持つ加熱定着ローラ対１１６によって表面
にトナーが加熱定着され高温となった用紙Ｐは、搬送ローラ対６０から搬送力を受けて冷
却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの上面である冷却面１１ａ及び冷却面１１ｂに接触
しながら搬送される。このとき、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂは、それぞれの
冷却面１１ａ及び冷却面１１ｂに接した用紙Ｐから熱伝導によって熱を奪い、用紙Ｐの冷
却が行われる。
【００３２】
　図６は、冷却プレート１ａ周辺を側面側から見た側面図と、それに対応した冷却プレー
ト１ａ、用紙Ｐ及び冷却液の用紙搬送方向における温度分布図とを示したものである。な
お、図６に示した温度分布図は、横軸を用紙搬送方向の位置とし、縦軸を温度としてプロ
ットしている。
【００３３】
　加熱定着ローラ対１１６によって加熱された用紙Ｐが、搬送ローラ対６０からの搬送力
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で冷却プレート１ａの冷却面１１ａに接触しながら搬送され冷却されると、用紙Ｐから熱
を奪った冷却プレート１ａに用紙搬送方向で温度分布が生じる。
【００３４】
　図６中の太線（線Ａ、破線Ｂ及び一点鎖線Ｃ）は、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下
流側端部付近の側面に設けられた流入口７０ａから冷却プレート１ａ内に冷却液を流入さ
せ、内部流路７３ａを通して冷却プレート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設
けられた排出口７１ｂから冷却液を排出させたときの温度分布を示している。すなわち、
冷却プレート１ａ内を冷却液が用紙搬送方向下流側から上流側に向かって流れる場合での
温度分布を示している。
【００３５】
　なお、線Ａは、冷却プレート１ａの用紙搬送方向における温度分布曲線である。破線Ｂ
は、冷却プレート１ａ内を流れる冷却液の用紙搬送方向における温度分布曲線である。一
点鎖線Ｃは、用紙Ｐの用紙搬送方向における表面温度曲線である。
【００３６】
　図６中の細線（線ａ、破線ｂ及び一点鎖線ｃ）は、比較例として冷却プレート１ａの用
紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１ａから冷却プレート１ａ内に冷
却液を流入させ、内部流路７３ａを通して冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付
近の側面に設けられた流入口７０ａから冷却液を排出させたときの温度分布を示している
。すなわち、冷却プレート１ａ内を冷却液が用紙搬送方向上流側から下流側に向かって流
れる場合での温度分布を示している。
【００３７】
　なお、線ａは、冷却プレート１ａの用紙搬送方向における温度分布曲線である。破線ｂ
は、冷却プレート１ａ内を流れる冷却液の用紙搬送方向における温度分布曲線である。一
点鎖線ｃは、用紙Ｐの用紙搬送方向における表面温度曲線である。
【００３８】
　図６からわかるように、冷却プレート１ａの用紙搬送方向の温度分布を示した線Ａと線
ａとを比較すると、線Ａのほうが線ａに比べて用紙搬送方向上流側端部付近の温度が高く
なる。一方、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近では、線Ａのほうが線ａに
比べて低温になっている。このような温度分布の違いは、冷却プレート１ａ内を流れる冷
却液の温度による影響である。
【００３９】
　冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に設けられた流入口７０ａから
冷却プレート１ａ内に冷却液を流入させた場合は、破線Ｂからわかるように冷却プレート
１ａの用紙搬送方向下流側端部付近を最も冷たい冷却液が流れる。そして、流入口７０ａ
から冷却プレート１ａ内に流入した冷却液は、冷却プレート１ａを用紙搬送方向下流側か
ら上流側に向かって流れて吸熱を行いながら徐々に温度が上昇し、最高温となって冷却プ
レート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１ａから排出され
る。
【００４０】
　一方、冷却プレート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１
ａから冷却プレート１ａ内に冷却液を流入させた場合は、破線ｂからわかるように冷却プ
レート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近を最も冷たい冷却液が流れる。そして、排出口
７１ａから冷却プレート１ａ内に流入した冷却液は、冷却プレート１ａを用紙搬送方向上
流側から下流側に向かって流れて吸熱を行いながら徐々に温度が上昇し、最高温となって
冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に設けられた流入口７０ａから排
出される。
【００４１】
　このように、冷却プレート１ａ内で用紙搬送方向下流側から上流側に向かって冷却液を
流したほうが、冷却プレート１ａ内で用紙搬送方向上流側から下流側に向かって冷却液を
流すよりも、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近が低温になり、用紙搬送方
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向上流側端部付近が高温になる。
【００４２】
　このような冷却プレート１ａの用紙搬送方向の温度分布の違いによる用紙表面の冷却効
果の差は、一点鎖線Ｃと一点鎖線ｃとを比較するとわかるように、用紙搬送方向上流側、
言い換えれば、冷却初期においては一点鎖線ｃのほうが低温となるが、用紙搬送方向下流
側、言い換えれば、最終的には一点鎖線Ｃのほうが低温になる。これは、冷却プレート１
ａの用紙搬送方向下流側端部付近において、より低温となった冷却面１１ａの部分に用紙
Ｐが触れるからである。
【００４３】
　ここで、前述したようなブロッキング現象が生じないようにするためには、冷却装置１
８によって用紙Ｐをできるだけ低温にして排紙収容部１７に排出すべきである。そのため
、排紙収容部１７に排出される用紙Ｐの温度を低くするためには、冷却プレート１ａの用
紙搬送方向上流側端部付近がある程度高温になったとしても、用紙Ｐを最終的に冷却する
部分である冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近がより低温であることが望ま
しい。
【００４４】
　よって、本構成例のように、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に
設けられた流入口７０ａから冷却プレート１ａ内に冷却液を流入させ、冷却プレート１ａ
内で用紙搬送方向に対して逆流となるように冷却液を内部流路７３ａで流し、冷却プレー
ト１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けた排出口７１ａから冷却液を排出する
。これにより、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下するの
を抑制し、用紙Ｐの冷却効果を向上させることができる。
【００４５】
　同様に、冷却プレート１ｂについても、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付
近の側面に設けられた流入口７０ｂから冷却プレート１ｂ内に冷却液を流入させ、冷却プ
レート１ｂ内で用紙搬送方向に対して逆流となるように冷却液を内部流路７３ｂで流し、
冷却プレート１ｂの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けた排出口７１ｂから冷却液
を排出する。これにより、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が
低下するのを抑制し、用紙Ｐの冷却効果を向上させることができる。
【００４６】
　ここで、熱定着装置１６では加熱定着ローラ対１１６の熱によってトナーを溶融し用紙
Ｐに定着させるので、用紙Ｐが含んでいる水分が蒸発することにより周囲の雰囲気が高湿
な状態となる。こうした雰囲気中では、加熱定着ローラ対１１６の近くに設けられた冷却
プレート１ａの用紙搬送方向上流側が冷た過ぎると蒸気との温度差が大きくなり過ぎて冷
却プレート１ａの用紙搬送方向上流側の表面で結露を起こし易くなる。
【００４７】
　一方、本構成例のように冷却プレート１ａ内で冷却液を用紙搬送方向下流側から上流側
に流すことで、冷却プレート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の温度が高くなり蒸気と
の温度差が小さくなる。そのため、冷却プレート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近の表
面に生じる結露を低減させる効果が得られる。
【００４８】
　図１は、用紙搬送方向の長さがＸ［ｍｍ］の冷却プレート１を一つ設けた場合と、同じ
長さに関して２分割した領域に２つの冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとを隙間をあ
けて用紙搬送方向に沿って並べて設けた場合それぞれにおける冷却プレート周辺を側面か
ら見た側面図、及び、それに対応した温度分布図とを示したものである。なお、図１に示
した温度分布図は、横軸を用紙搬送方向の位置とし、縦軸を温度としてプロットしている
。
【００４９】
　冷却プレート１を１つ設けた場合には、冷却プレート１の用紙搬送方向下流側端部付近
の側面に設けられた流入口７０から冷却プレート１内に冷却液を流入させ、内部流路７３
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を通して冷却プレート１の用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１か
ら冷却液を排出させる。
【００５０】
　また、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとを隙間をあけて用紙搬送方向に沿って並
べて設けた場合には、まず、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に設
けられた流入口７０ｂから冷却プレート１ｂ内に冷却液を流入させ、内部流路７３ｂを通
して冷却プレート１ｂの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１ｂか
ら配管１０５ｃに冷却液を排出させる。そして、配管１０５ｃに排出された冷却液を、冷
却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に設けられた流入口７０ａから冷却
プレート１ａ内に流入させ、内部流路７３ａを通して冷却プレート１ａの用紙搬送方向上
流側端部付近の側面に設けられた排出口７１ａから配管１０５ｂに冷却液を排出させる。
【００５１】
　図１中の細線（線１Ａ及び一点鎖線７Ａ）は、冷却プレート１を１つ設けた場合の温度
分布を示している。なお、線１Ａは、冷却プレート１の用紙搬送方向における温度分布曲
線である。一点鎖線７Ａは、用紙Ｐの用紙搬送方向における表面温度曲線である。
【００５２】
　一方、図１中の太線（線１Ｂ及び一点鎖線７Ｂ）は、冷却プレート１ａと冷却プレート
１ｂとを用紙搬送方向に沿って並べて設けた場合の温度分布を示している。なお、線１Ｂ
は、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの用紙搬送方向における温度分布曲線である
。一点鎖線７Ａは、用紙Ｐの用紙搬送方向における表面温度曲線である。
【００５３】
　図１からわかるように、冷却プレート１の温度に対して、冷却プレート１ａの温度は全
体的に高いが冷却プレート１ｂでは全体的に低くなっている。
【００５４】
　これは、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間に隙間をあけて、冷却プレート１
ａと冷却プレート１ｂとの間で熱伝導が生じるのを抑制することにより得られる効果であ
る。仮に、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとが隙間をあけずに接触していると、冷
却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間で熱伝導が生じる。そのため、用紙搬送方向で
冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間で温度分布がならされ、冷却プレート１を１
つ設けた場合と同等の温度分布になってしまう。
【００５５】
　上述したように、排紙収容部１７に排出される用紙Ｐの温度を低くするためには、最終
的に用紙Ｐ冷却する部分の温度が低い方が有利である。そのため、１つの冷却プレート１
によって用紙Ｐを冷却する場合よりも、用紙搬送方向に沿って隙間をあけて並べられた冷
却プレート１ａと冷却プレート１ｂとにより用紙Ｐを冷却したほうが、用紙搬送方向上流
側にある冷却プレート１ａから用紙搬送下流側にある冷却プレート１ｂに熱が伝わるのを
抑制でき、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の温度上昇を低減することが
できる。よって、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の温度
上昇を低減でき、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下する
のを抑えられ、高い冷却効果を得ることができる。
【００５６】
　また、図７に示すように、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間に断熱部材８０
を設けて冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間で熱が伝わるのを抑制するように構
成しても、上述したのと同様の効果を得ることができる。
【００５７】
［構成例２］
　図８は本構成例に係る冷却装置１８の冷却プレート周辺の模式図である。
　ポリイミド製の冷却搬送ベルト４５は、駆動ローラ６１と複数の従動ローラ６２，６３
，６４とによって回転可能に張架されている。また、冷却搬送ベルト４５と対向して、従
動ローラ６５と従動ローラ６６とによって張架された、アクリルゴムなどの弾性材料製も



(11) JP 2012-255964 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

しくはポリイミド製あるいはこれらによる多層構造を持つ搬送ベルト４６が設けられてい
る。そして、用紙Ｐは、駆動ローラ６１からの駆動力によって回転する冷却搬送ベルト４
５と、冷却搬送ベルト４５に連れまわる搬送ベルト４６とによって挟持されながら搬送さ
れる。
【００５８】
　冷却搬送ベルト４５の内周面には、配管１０５ｃで接続された２つの冷却プレート１ａ
及び冷却プレート１ｂが用紙搬送方向に沿って両者間に隙間をあけて整列して固定配置さ
れている。冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂは、回転する冷却搬送ベルト４５の内
周面と接触しながら冷却搬送ベルト４５越しに、冷却搬送ベルト４５と搬送ベルト４６と
によって挾持されながら搬送される用紙Ｐから熱を吸熱する。
【００５９】
　冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１ｂ内に冷却
液を流入する流入口７０ｂが設けられている。また、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向上
流側端部付近の側面に、冷却プレート１ｂ内から冷却液を排出する排出口７１ｂが設けら
れている。流入口７０ｂと排出口７１ｂとは、冷却プレート１ｂ内で用紙搬送方向と直交
する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ｂに繋がっている。そし
て、一端側がポンプ１００に接続された配管１０５ａの他端側が流入口７０ｂに接続され
ており、配管１０５ｃの一端側が排出口７１ｂに接続されている。
【００６０】
　冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１ａ内に冷却
液を流入する流入口７０ａが設けられている。また、冷却プレート１ａの用紙搬送方向上
流側端部付近の側面に、冷却プレート１ａ内から冷却液を排出する排出口７１ａが設けら
れている。流入口７０ａと排出口７１ａとは、冷却プレート１ａ内で用紙搬送方向と直交
する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ａに繋がっている。そし
て、一端側が冷却プレート１ｂの排出口７１ｂに接続された配管１０５ｃの他端側が流入
口７０ａに接続されており、一端側がラジエータ１０３に接続された配管１０５ｂの他端
側が排出口７１ａに接続されている。
【００６１】
　冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂには、配管１０５ａから冷却プレート１ｂ内に
冷却液を流入させ、冷却プレート１ｂ内から配管１０５ｃを通して冷却プレート１ａ内に
冷却液を流入させ、冷却プレート１ａ内から配管１０５ｂを通して冷却液を排出する。
【００６２】
　また、搬送ベルト４６の内周面側から冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂに向かっ
て押圧力をかける複数の押圧ローラ２６を、搬送ベルト４６の内側に設けている。これに
より、冷却搬送ベルト４５の外周面と用紙Ｐとの接触状態や、冷却プレート１ａ及び冷却
プレート１ｂと冷却搬送ベルト４５の内周面との接触状態をより高めたり、冷却搬送ベル
ト４５と搬送ベルト４６とによる用紙Ｐの挟持搬送力を高めたりすることができる。
【００６３】
　本構成例では、冷却搬送ベルト４５と搬送ベルト４６とで挾持搬送された用紙Ｐを、熱
伝達部材である冷却搬送ベルト４５を介して冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂによ
り冷却する。これにより、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂと用紙Ｐとの摺動を排
し、摺動による用紙表面の汚れを避けることができる。
【００６４】
　また、本構成例の冷却装置１８でも構成例１で説明したように、用紙搬送方向に隙間を
あけて並べられた冷却プレート１ｂから冷却プレート１ａに、用紙搬送方向下流側から用
紙搬送方向上流側へと冷却液を流して、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂにより用
紙Ｐを冷却する。これにより、構成例１で説明したように、用紙Ｐを最終的に冷却する部
分である冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近がより低温となり、冷却効率を
向上させることができる。さらに、構成例１で説明したように、冷却プレート１ａと冷却
プレート１ｂとを用紙搬送方向に沿って並べて設けたときの用紙搬送方向の幅と同程度の
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用紙搬送方向の幅を有する１つの冷却プレートで用紙Ｐを冷却する場合よりも、高い冷却
効果を得ることができる。
【００６５】
［構成例３］
　図９は上下方向に２つの冷却プレートを対向させて設けた冷却装置１８の冷却プレート
周辺の模式図である。
　図９に示した冷却装置１８では、冷却搬送ベルト４５が駆動ローラ６１と複数の従動ロ
ーラ６２，６３，６４とによって回転可能に張架されている。また、搬送ベルト４６が駆
動ローラ６７と複数の従動ローラ６５，６６，６８とによって回転可能に張架されている
。そして、用紙Ｐの表裏両面を同時に冷却するために、冷却搬送ベルト４５と搬送ベルト
４６とを挟むように冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとを対向させて設けている。
【００６６】
　このような構成にすることで、図１で示したような冷却プレート１を１つだけ設けて用
紙Ｐの冷却を行う構成よりも、加熱された用紙Ｐを表裏両面から冷却プレート１ａと冷却
プレート１ｂとによって効率よく熱を奪い、短い冷却パス長さで高い冷却効果を得ること
ができる。
【００６７】
　図１０は、図９に示したような上下方向に冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとを対
向させて設けた場合における、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとへの冷却液の流し
方の一例を示したものである。
【００６８】
　上側にある冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１
ｂ内に冷却液を流入する流入口７０ｂが設けられている。また、冷却プレート１ｂの用紙
搬送方向上流側端部付近の側面に、冷却プレート１ｂ内から冷却液を排出する排出口７１
ｂが設けられている。流入口７０ｂと排出口７１ｂとは、冷却プレート１ｂ内で用紙搬送
方向と直交する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ｂに繋がって
いる。そして、一端側がポンプ１００に接続された配管１０５ａの他端側が流入口７０ｂ
に接続されており、配管１０５ｃの一端側が排出口７１ｂに接続されている。
【００６９】
　下側にある冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に、冷却プレート１
ａ内に冷却液を流入する流入口７０ａが設けられている。また、冷却プレート１ａの用紙
搬送方向上流側端部付近の側面に、冷却プレート１ａ内から冷却液を排出する排出口７１
ａが設けられている。流入口７０ａと排出口７１ａとは、冷却プレート１ａ内で用紙搬送
方向と直交する方向である用紙幅方向で往復するように曲った内部流路７３ａに繋がって
いる。そして、一端側が冷却プレート１ｂの排出口７１ｂに接続された配管１０５ｃの他
端側が流入口７０ａに接続されており、一端側がラジエータ１０３に接続された配管１０
５ｂの他端側が排出口７１ａに接続されている。
【００７０】
　そして、上側にある冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の流入口７０ｂか
ら冷却プレート１ｂ内に冷却液を流入させて、これよりも用紙搬送方向上流に設けた排出
口７１ｂから配管１０５ｃに冷却液を排出させる。そして、配管１０５に排出した冷却液
を、配管１０５ｃと接続された下側にある冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付
近に設けた流入口７０ａから冷却プレート１ａ内に流入させ、これよりも用紙搬送方向上
流に設けた排出口７１ａから配管１０５ｂに冷却液を排出する。このようにして、冷却プ
レート１ａと冷却プレート１ｂとに順次冷却液を流す。
【００７１】
　図１０に示すように、用紙Ｐの上面だけに画像が形成された場合では、冷却される用紙
Ｐの上面に加熱定着ローラ対１１６によって定着されたトナー像Ｔがある。そのため、ト
ナー像Ｔが定着した用紙Ｐの上面と対向する上側の冷却プレート１ｂに、下側にある冷却
プレート１ａよりも先に低温の冷却液を送液する。これにより、冷却プレート１ｂを低温
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にし、用紙Ｐの上面に形成されたトナー像Ｔを効率良く冷却することができる。
【００７２】
　また、用紙Ｐを表裏両面から冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとによって熱を奪っ
て冷却するので、用紙搬送方向上流側で冷却プレート１ａや冷却プレート１ｂがそれぞれ
用紙Ｐから奪う熱量は、上側と下側とのどちらか一方だけに冷却プレートを設けて用紙Ｐ
を冷却した場合よりも少なくなる。そのため、上側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレ
ート１ａそれぞれにおいて、用紙搬送方向上流側から下流側に伝わる熱も少なくなり、上
側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の温度上
昇を低減させることができる。よって、用紙Ｐを最終的に冷却する部分である上側の冷却
プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の
温度上昇を低減でき、上側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向
下流側端部付近で冷却効率が低下するのを抑えられ、高い冷却効果を得ることができる。
【００７３】
　図１１は、図１０に示した冷却装置１８のように用紙Ｐの上面に形成されたトナー像Ｔ
を効率良く冷却することができる構成の他例を示したものである。図１１に示した冷却装
置１８においては、冷却搬送ベルト４５の内周面に、配管１０５ｃ１で接続された２つの
冷却プレート１ｂ及び冷却プレート１ａが用紙搬送方向に沿って両者間に隙間をあけて整
列して固定配置されている。また、搬送ベルト２５の内周面に、配管１０５ｃ３で接続さ
れた２つの冷却プレート１ｂ’及び冷却プレート１ａ’が用紙搬送方向に沿って両者間に
隙間をあけて整列して固定配置されている。
【００７４】
　冷却液の流し方としては、まず装置上側にある２つの冷却プレートに冷却液を流した後
、装置下側にある２つの冷却プレートに冷却液を流す。
【００７５】
　すなわち、図１２に示すように、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の側
面に設けられた流入口７０ｂから冷却プレート１ｂ内に冷却液を流入させ、内部流路７３
ｂを通して冷却プレート１ｂの用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７
１ｂから配管１０５ｃ１に冷却液を排出させる。そして、配管１０５ｃ１に排出された冷
却液を、冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の側面に設けられた流入口７０
ａから冷却プレート１ａ内に流入させ、内部流路７３ａを通して冷却プレート１ａの用紙
搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口７１ａから配管１０５ｃ２に冷却液を
排出させる。
【００７６】
　そして、配管１０５ｃ２に排出させた冷却液を冷却プレート１ｂ’の用紙搬送方向下流
側端部付近の側面に設けられた流入口７０ｂ’から冷却プレート１ｂ’内に冷却液を流入
させ、内部流路７３ｂ’を通して冷却プレート１ｂ’の用紙搬送方向上流側端部付近の側
面に設けられた排出口７１ｂ’から配管１０５ｃ３に冷却液を排出させる。そして、配管
１０５ｃ３に排出された冷却液を、冷却プレート１ａ’の用紙搬送方向下流側端部付近の
側面に設けられた流入口７０ａ’から冷却プレート１ａ’内に流入させ、内部流路７３ａ
’を通して冷却プレート１ａ’の用紙搬送方向上流側端部付近の側面に設けられた排出口
７１ａ’から配管１０５ｂに冷却液を排出させる。
【００７７】
　これにより、トナー像Ｔが定着した用紙Ｐの上面と対向する上側の冷却プレート１ａ及
び冷却プレート１ｂに、下側にある冷却プレート１ａ’及び冷却プレート１ｂ’よりも先
に低温の冷却液を送液することができる。よって、このような構成にすることで、加熱さ
れた用紙Ｐを表裏両面から効率よく熱を奪い高い冷却効果を得ることができるとともに、
装置上側にある冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂを低温にし、用紙Ｐの上面に形成
されたトナー像Ｔを効率良く冷却することができる。
【００７８】
　さらに、用紙搬送方向上流側にある冷却プレート１ａや冷却プレート１ａ’から用紙搬
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送下流側にある冷却プレート１ｂや冷却プレート１ｂ’に熱が伝わるのを抑制でき、冷却
プレート１ｂや冷却プレート１ｂ’の用紙搬送方向下流側端部付近の温度上昇を低減する
ことができる。よって、用紙Ｐを最終的に冷却する部分である冷却プレート１ｂや冷却プ
レート１ｂ’の用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の温度上昇を低減でき、冷却
プレート１ｂや冷却プレート１ｂ’の用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下する
のを抑えられ、高い冷却効果を得ることができる。
【００７９】
　図１３は、図９に示したような上下方向に冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとを対
向させて設けた場合における、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとへの冷却液の流し
方の他例を示したものである。
【００８０】
　上側にある冷却プレート１ｂの内部には、用紙搬送方向と直交する方向である用紙幅方
向に貫通させて複数の内部流路７３ｂ１，７３ｂ２，７３ｂ３，７３ｂ４が、用紙搬送方
向下流側から上流側へ順に設けられている。内部流路７３ｂ１，７３ｂ２，７３ｂ３，７
３ｂ４は、それぞれ一端側（図中手前側）が流入口７０ｂ１，７０ｂ２，７０ｂ３，７０
ｂ４と繋がっており、他端側（図中奥側）が排出口７１ｂ１，７１ｂ２，７１ｂ３，７１
ｂ４と繋がっている。
【００８１】
　同様に下側にある冷却プレート１ａの内部には、用紙搬送方向と直交する方向である用
紙幅方向に貫通させて複数の内部流路７３ａ１，７３ａ２，７３ａ３，７３ａ４が、用紙
搬送方向下流側から上流側へ順に設けられている。内部流路７３ａ１，７３ａ２，７３ａ
３，７３ａ４は、それぞれ一端側（図中手前側）が排出口７１ａ１，７１ａ２，７１ａ３
，７１ａ４と繋がっており、他端側（図中奥側）が流入口７０ａ１，７０ａ２，７０ａ３
，７０ａ４と繋がっている。
【００８２】
　流入口７０ｂ１には一端がポンプ１００に接続された配管１０５ａの他端が接続されて
いる。排出口７１ｂ１と流入口７０ａ１とは配管１０５ｃ１に接続されており、排出口７
１ａ１と流入口７０ｂ２とが配管１０５ｃ２に接続されている。排出口７１ｂ２と流入口
７０ａ２とは配管１０５ｃ３に接続されており、排出口７１ａ１と流入口７０ｂ２とが配
管１０５ｃ４に接続されている。排出口７１ｂ３と流入口７０ａ２とは配管１０５ｃ５に
接続されており、排出口７１ａ２と流入口７０ｂ３とが配管１０５ｃ６に接続されている
。排出口７１ａ４と流入口７０ａ３とは配管１０５ｃ７に接続されており、排出口７１ａ
４には一端がラジエータ１０３に接続された配管１０５ｂの他端が接続されている。
【００８３】
　そして、上側の冷却プレート１ｂの用紙搬送方向最下流側にある流入口７０ｂ１から冷
却プレート１ａ内に冷却液を流入させて冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間で交
互にらせん状に冷却液を通して、最終的に冷却プレート１ｂの用紙搬送方向最上流側にあ
る排出口７１ａ４から冷却液を排出する。
【００８４】
　これにより、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの温度は用紙搬送方向下流側端部
付近でより低温となり、且つ、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間で温度差が小
さくなるため用紙両面をほぼ均等に冷却することができる。
【００８５】
　また、用紙Ｐを表裏両面から冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとによって熱を奪っ
て冷却するので、用紙搬送方向上流側で冷却プレート１ａや冷却プレート１ｂがそれぞれ
用紙Ｐから奪う熱量は、上側と下側とのどちらか一方だけに冷却プレートを設けて用紙Ｐ
を冷却した場合よりも少なくなる。そのため、上側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレ
ート１ａそれぞれにおいて、用紙搬送方向上流側から下流側に伝わる熱も少なくなり、上
側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近の温度上
昇を低減させることができる。よって、用紙Ｐを最終的に冷却する部分である上側の冷却
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プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の
温度上昇を低減でき、上側の冷却プレート１ｂや下側の冷却プレート１ａの用紙搬送方向
下流側端部付近で冷却効率が低下するのを抑えられ、高い冷却効果を得ることができる
【００８６】
　図１４は、図１３に示した冷却装置１８のように用紙両面をほぼ均等に冷却することが
できる構成の他例を示したものである。
【００８７】
　図１４に示した冷却装置１８においては、装置上側にある冷却搬送ベルト４５の内周面
に冷却プレート１ｂ及び冷却プレート１ｂ’が用紙搬送方向に沿って両者間に隙間をあけ
て、冷却プレート１ｂが冷却プレート１ｂ’よりも用紙搬送方向下流側となるように固定
配置されている。また、装置下側にある搬送ベルト２５の内周面に２つの冷却プレート１
ａ及び冷却プレート１ａが用紙搬送方向に沿って両者間に隙間をあけて、冷却プレート１
ａが冷却プレート１ａ’よりも用紙搬送方向下流側となるように固定配置されている。
【００８８】
　そして、図１５に示すように、冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近に接続
された配管１０５ａを通して冷却プレート１ｂに冷却液を送り、冷却プレート１ｂと冷却
プレート１ａとの間で配管１０５ｃ１から配管１０５ｃ７までの各配管を用いて交互にら
せん状に冷却液を用紙搬送方向下流側から上流側に向かって流す。その後、一端が冷却プ
レート１ａの用紙搬送方向上流側端部付近に接続され、他端が冷却プレート１ｂ’の用紙
搬送方向下流側端部付近に接続された配管１０５ｃ８を通して、冷却プレート１ａから冷
却プレート１ｂ’に冷却液を送る。そして、冷却プレート１ｂ’と冷却プレート１ａ’と
の間で配管１０５ｃ９から配管１０５ｃ１５までの各配管を用いて交互にらせん状に冷却
液を用紙搬送方向下流側から上流側に向かって流し、最終的に冷却プレート１ａ’の用紙
搬送方向上流側端部付近に接続された配管１０５ｂに冷却液を排出する。
【００８９】
　これにより、冷却プレート１ａ及び冷却プレート１ｂの温度は用紙搬送方向下流側端部
付近でより低温となる。また、冷却プレート１ａと冷却プレート１ｂとの間や、冷却プレ
ート１ａ’と冷却プレート１ｂ’との間で温度差が小さくなるため用紙両面をほぼ均等に
冷却することができる。
【００９０】
　さらに、用紙搬送方向上流側にある冷却プレート１ｂ’や冷却プレート１ａ’から用紙
搬送下流側にある冷却プレート１ｂや冷却プレート１ａに熱が伝わるのを抑制でき、冷却
プレート１ａや冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近の温度上昇を低減するこ
とができる。よって、用紙Ｐを最終的に冷却する部分である冷却プレート１ａや冷却プレ
ート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近を流れる冷却液の温度上昇を低減でき、冷却プレ
ート１ａや冷却プレート１ｂの用紙搬送方向下流側端部付近で冷却効率が低下するのを抑
えられ、高い冷却効果を得ることができる。
【００９１】
　以上に説明したものは一例であり、本発明は、次の態様毎に特有の効果を奏する。
（態様Ａ）
　冷却液などの冷却媒体が流れる内部流路７３ａ，７３ｂなどの流路が内部に形成され、
記録材搬送方向下流側端部と上流側端部それぞれに流入口７０ａ，７０ｂなどの流入口と
排出口７１ａ，７１ｂなどの排出口とが設けられた冷却プレート１ａ及び冷却プレート１
ｂなどの冷却部材と、流入口と排出口とに繋げた配管１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃなど
の配管を通して冷却部材内に冷却媒体を搬送するポンプ１００などの冷却媒体搬送手段と
を備え、冷却部材の冷却面に用紙Ｐなどの記録材を直接または冷却搬送ベルト４５などの
熱伝達部材を介して接触させて記録材を冷却する冷却装置１８などの冷却装置において、
複数の冷却部材を冷却部材間に隙間をあけるか断熱部材８０などの断熱部材を配置して設
けた。これよれば、上記実施形態について説明したように、冷却部材の用紙搬送方向下流
側端部付近で冷却効率が低下するのを抑制し、記録材の冷却効果を向上させることができ
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る。
（態様Ｂ）
　（態様Ａ）において、複数の冷却部材が用紙搬送方向に沿って並べて配置されており、
用紙搬送方向最下流側に位置する冷却部材に冷却媒体搬送手段によって冷却媒体を最初に
搬送する。これによれば、上記実施形態の構成例１や構成例２について説明したように、
用紙搬送方向最下流側に位置する冷却部材を低温にできるので、高い冷却効果を得ること
ができる。
（態様Ｃ）
　（態様Ａ）または（態様Ｂ）において、複数の冷却部材が記録材を挟むようにして対向
して配置されており、冷却媒体は記録材の画像形成面と対向する側の冷却部材に最初に流
入され、これを通過した後、記録材裏面と対向する冷却部材に流入される。これによれば
、上記実施形態の構成例３について説明したように、上側の冷却部材を低温にし、記録材
上のトナー像を効果的に冷却することができる。
（態様Ｄ）
　（態様Ａ）または（態様Ｂ）において、複数の冷却部材が記録材を挟むようにして対向
して配置されており、冷却媒体がこれらの冷却部材内部の流路を交互に通過する。これに
よれば、上記実施形態の構成例３について説明したように、上下の冷却部材は記録材搬送
方向終端側でより低温となり、且つ、上下の冷却部材間の温度差が小さくなるため記録材
両面をほぼ均等に冷却できる。
（態様Ｅ）
　（態様Ａ）、（態様Ｂ）または（態様Ｃ）において、冷却部材が内部に往復流路を有し
、流入口及び排出口を冷却部材の同側面に設けた。これによれば、上記実施形態について
説明したように、装置内での配管の無駄な這い回しを低減でき、省スペース化を図ること
ができる。
（態様Ｆ）
　記録材に形成された未定着画像を加熱して定着させる熱定着装置１６などの定着手段と
、定着手段によって画像が定着された記録材を冷却する冷却手段とを備えた画像形成装置
において、前記冷却手段として、（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）また
は（態様Ｅ）の冷却装置を用いた。これによれば、上記実施形態について説明したように
、記録材が排紙収容部に積載される時点で、用紙上のトナーを確実に硬化状態とさせるこ
とができ、ブロッキング現象を回避することができる。
【符号の説明】
【００９２】
　１　　　　　冷却プレート
　１ａ　　　　冷却プレート
　１ｂ　　　　冷却プレート
　１１　　　　冷却面
　１１ａ　　　冷却面
　１１ｂ　　　冷却面
　１２　　　　光書き込み装置
　１３　　　　現像装置
　１４　　　　クリーニング装置
　１５　　　　一次転写ローラ
　１６　　　　熱定着装置
　１７　　　　排紙収容部
　１８　　　　冷却装置
　１９　　　　用紙収納部
　２６　　　　押圧ローラ
　２８　　　　用紙搬送路
　２９　　　　用紙搬送路



(17) JP 2012-255964 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

　４５　　　　冷却搬送ベルト
　４６　　　　搬送ベルト
　５１　　　　中間転写ベルト
　５２　　　　ローラ
　５３　　　　ローラ
　５４　　　　画像ステーション
　５５　　　　ローラ
　５６　　　　二次転写ローラ
　５８　　　　ローラ
　５９　　　　クリーニング装置
　６０　　　　搬送ローラ対
　６１　　　　駆動ローラ
　６２　　　　従動ローラ
　６３　　　　従動ローラ
　６４　　　　従動ローラ
　６５　　　　従動ローラ
　６６　　　　従動ローラ
　６７　　　　駆動ローラ
　６８　　　　従動ローラ
　７０　　　　流入口
　７０ａ　　　流入口
　７０ａ１　　流入口
　７０ａ２　　流入口
　７０ａ３　　流入口
　７０ａ４　　流入口
　７０ｂ　　　流入口
　７０ｂ１　　流入口
　７０ｂ２　　流入口
　７０ｂ３　　流入口
　７０ｂ４　　流入口
　７１　　　　排出口
　７１ａ　　　排出口
　７１ａ１　　排出口
　７１ａ２　　排出口
　７１ａ３　　排出口
　７１ａ４　　排出口
　７１ｂ　　　排出口
　７１ｂ１　　排出口
　７１ｂ２　　排出口
　７１ｂ３　　排出口
　７１ｂ４　　排出口
　７３　　　　内部流路
　７３ａ　　　内部流路
　７３ｂ　　　内部流路
　７３ｂ１　　内部流路
　７３ｂ２　　内部流路
　７３ｂ２　　内部流路
　７３ｂ４　　内部流路
　７３ａ１　　内部流路
　７３ａ２　　内部流路
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　７３ａ３　　内部流路
　７３ａ４　　内部流路
　８０　　　　断熱部材
　１００　　　ポンプ
　１０１　　　タンク
　１０３　　　ラジエータ
　１０４　　　冷却ファン
　１０５　　　配管
　１０５ａ　　配管
　１０５ｂ　　配管
　１０５ｃ　　配管
　１０５ｃ１　配管
　１０５ｃ２　配管
　１０５ｃ３　配管
　１０５ｃ４　配管
　１０５ｃ５　配管
　１０５ｃ６　配管
　１０５ｃ７　配管
　１１１　　　感光体
　１１６　　　加熱定着ローラ対
　２２１　　　レジストローラ対
　２２３　　　給紙コロ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９３】
【特許文献１】特開２００６－２５８９５３号公報
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